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解を深めることをその到達目標とする基礎科目である。X 看護専門学校（3 年制、以下 X
校）の「小児看護学概論」（第一著者が 2009 年から担当）におけるキーワードは、「子ども










































性」の 4 点が重要であると言われている（山田（2017））。  
（３）小児看護学における「絵本の読み聞かせ」と「子ども理解」 
 小児看護学は、保育と同様に「子ども」を対象としており、小児看護学実習に保育所実
習を取り入れている学校も少なくない。看護学生 35 名の保育所実習（5 日間）が対象の報
告（網野ら（2018））では、初日にオリエンテーションと絵本の読み聞かせロールプレイ（学
























































 2016 年 10 月～2017 年 4 月  
 
４）研究対象者 







（１）X 校の小児看護学概論  
① 小児看護学概論を受講する学生のレディネス 











③ 小児看護学概論Ⅱ（1 単位 30 時間）の授業計画 




この科目は、各回 90 分、計 15 回の授業で構成される。表 1 に示したシラバスの通り、
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各学年への調査時期を図 1 に示した。1 年生対象の調査は、絵本の読み聞かせを受けた
小児看護学概論Ⅱの 10 回目授業終了後に行った（2016 年 11 月）。2 年生対象の調査は、1
年次（2015 年）に絵本の読み聞かせの説明を受けてから 1 年が経過した時点で行った（2016
年 11 月）。3 年生対象の調査は、1 年次（2014 年）に絵本の読み聞かせの説明を受けてか


















































のイメージに関する回答結果（5 件法）について、対応のない t 検定により学年間の比較


























 1 年生 38 名、2 年生 38 名、3 年生 18 名、計 94 名が回答した（回収率はそれぞれ 95.0％、
95.0％、45.0％、78.3％）。  
（１）絵本のイメージ 
絵本のイメージに関する 9 項目の評価は、全ての学年でいずれも平均 4.0 以上であった。
また、各項目で 4 もしくは 5 の評価をした人数は平均 86.8 名（92.3％）であった。そして、
2 年生のイメージは 1 年生より全項目で高く、3 年生では、「ユーモア」を除く全ての項目
のイメージが 1 年生よりも高かった（各項目：p < 0.05）。9 項目のうち、「親しみ」「魅力」
「意味」「好き」「必要」の 5 項目で 2 年生の点数が 3 年生より高かった（各項目：p < 0.05；
表 4）。  
（２）子どもと大人の絵本のとらえ方の違いの認識と「子どもは小さな大人ではない」  
ことに対する立場 
 子どもと大人の絵本のとらえ方の違いについて、1 年生 38 名、2 年生 37 名、3 年生 18




5 段階評価（5：最も肯定的～1：最も否定的）  
a p < 0.05（対応のない t 検定：1 年生  対  2 年生）  
b p < 0.05（対応のない t 検定：1 年生  対  3 年生）  











おもしろさa,b 4.1 4.5 4.5 4.3
親しみ
a,b,c 4.2 4.6 4.4 4.4
感受性a,b 4.3 4.6 4.6 4.5
ユーモアa 4.3 4.5 4.2 4.4
魅力a,b,c 4.4 4.7 4.5 4.5
価値a,b 4.4 4.7 4.7 4.6
意味a,b,c 4.4 4.8 4.4 4.6
好きa,b,c 4.4 4.6 4.5 4.5
必要a,b,c 4.5 4.9 4.7 4.7
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「子どもは小さな大人ではない」ことに対する立場として、1 年生 33 名（86.8％）、2 年
生 20 名（52.6％）、3 年生では 11 名（61.1％）が「賛成」と回答した。「どちらでもない」
と答えた割合は、2 年生（15 名、39.5％）で一番高く、次いで 3 年生（5 名、27.8％）であ
った（表 5）。  
（３）「子どもは小さな大人ではない」ことに賛成または反対する理由 




























あり 38（100.0） 37（97.4） 18（100.0） 93（98.9）
なし 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
不明 0（0.0） 1（2.6） 0（0.0） 1（1.1）
賛成 33（86.8） 20（52.6） 11（61.1） 64（68.1）
どちらでもない 5（13.2） 15（39.5） 5（27.8） 25（26.6）
反対 0（0.0） 2（11.1） 2（11.1） 4（4.3）




















人っぽさ〉と〈大人への準備〉は、「どちらでもない」立場の 2 年生から指摘された。  
⑥【子どもへの敬意】 
これは、1 つのサブカテゴリー〈子どもからの学び〉で構成された。この〈子ども




 17 名（94.4％）が役立つと、1 名（5.6％）がどちらでもないと回答した。役立たないと
回答した者はいなかった。  
（２）「子どもは小さな大人ではない」と感じた場面 
3 年生 15 名からの「子どもは小さな大人ではない」と感じた小児看護学実習中の具体的
な場面（自由記載）の特徴は、【子どもの未熟さ】【子どもの独自性】の 2 つのカテゴリー






漠然とした未熟さ できないことがたくさんある 5 0 0 1 0 0 0 0 0
認知の未熟さ 物事の知識があまりない 17 0 0 7 0 0 0 0 0
社会性の未熟さ 自立した行動をとることが難しい 0 0 0 1 0 0 3 0 0
情緒の未熟さ 大人と感情の持ち方が違う 0 0 0 0 0 0 2 0 0
子どもの経験の少なさ 経験の少なさ 子どもはまだ経験が少ない 5 0 0 2 0 0 2 0 0
子どもの純粋さ 大人よりもピュア 2 0 0 1 0 0 0 0 0
子どもの発想力 大人が考えつかないような考え 1 0 0 4 0 0 3 0 0
子どもの尊厳 子どもの尊厳 子ども個人の尊厳はある 0 1 0 0 4 1 0 2 1
大人っぽさ 大人な子どももいる 0 0 0 0 3 1 0 0 0
大人への準備 大人になるための準備段階 0 0 0 0 3 0 0 0 0
子どもへの敬意 子どもからの学び 子どもから学ぶことも多い 0 0 0 0 0 0 0 2 0
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情緒の未熟さ 子どもは自分の気持ちを優先させる 1 1 0
認知の未熟さ 知識をつけていく段階なので好奇心のまま危険なことを行う 0 1 0
社会性の未熟さ 大人の手をかり、一緒に行ったり、覚えたりと手助けが必要 1 1 2
子どもの純粋さ 子どもは皆同じ友達という考えのもと平等に接していた 2 0 0
子どもの自由さ 子どもは自由で何かにとらわれることがない 1 0 0
子どもの素直さ 大人の言うことを信じて疑わなかった 1 2 0




















た 2 年生 16 名のうち 9 名が【子どもの未熟さ】をその理由として挙げており、さらにその
うちの 1 名が〈社会性の未熟さ〉を指摘していた。これは 1 年生では見られなかったもの
で、2 年生になると子どもの社会性に目を向ける者が出てくることが推測された。また、「ど
ちらでもない」9 名、「反対」2 名は、その理由に【子どもの尊厳】【大人らしさ】を挙げて
いた。【大人らしさ】も 1 年生には見られなかった理由で、2 年生が〈社会性の未熟さ〉〈大
人っぽさ〉〈大人への準備〉という新たな子ども理解の視点を持ち始めていることがうかが
えた。こうした 2 年生の反応には、授業を受けてからの 1 年間に様々な専門領域の学習・
演習で積み重ねた知識や経験に基づいて「子どもは小さな大人ではない」という概念を再
考したことが反映されていると考えられた（図 2）。  
「賛成」した 3 年生 10 名のうち、7 名は【子どもの未熟さ】と【子どもの独自性】をそ













































知識や経験を活用して、このキーワードを再考していることが推測された（図 2）。  
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Educational Effect of Reading Illustrated Books 
to Nursing Students by Pediatric Nursing Instructor 
 
Kaoru Shirai1,a, Yuko Kodama2,b, and Tomohiko Sato2,3,c 
(1Seisa University, 2Graduate School of Education, Seisa University 
 3The Jikei University Hospital) 
Abstract 
[Background] Reading children's illustrated books to nursing students by a pediatric nursing 
instructor has been introduced into an “Introduction to Pediatric Nursing” class at 3-year nursing 
college X since fiscal year (FY) 2012. The practice aimed to help students understand children's 
characteristics, with adopting the notion that “Children are not little adults.” [Purpose] This study 
explored educational effect of the instructor’s reading practice on the students’ understanding of 
children’s characteristics within the scope of nursing. [Method] An anonymous survey 
questionnaire regarding the instructor’s reading practice was conducted on a total of 120 students 
in FY 2016 (n=40 per grade). The data was analyzed quantitatively and qualitatively. [Results] 
Ninety-four students (78.3%) responded to the survey. Over 90% of participants had positive 
images of illustrated books and ninety-three (98.9%) recognized the difference in interpreting the 
content of books between children and adults. Qualitative analysis revealed that the participants’ 
key components to understand the notion of “Children are not little adults” included “children’s’ 
immaturity”, “inexperience”, “originality”, “dignity”, “adultness” and “respect to child”. 
Furthermore, when the third-grade students looked back on their encounters with children in the 
pediatric nursing practicum, they recognized “children’s’ immaturity” and “originality” as 
important components to be acknowledged. [Conclusion] The data indicates that pediatric nursing 
instructor’s reading children's illustrated books to nursing students at an “Introduction to 
pediatric nursing” class is an effective method to promote students’ support in understanding of 
children’s characteristics. 
Keywords: Basic nursing education, “Introduction to pediatric nursing” class, Understanding of 
children’s characteristics, Reading illustrated books, Class evaluation by students 
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